
















































































































































































































































































































































































































































































哲学入門 草の花Principles of Marketing
豊橋校舎
　2015年夏、集団的自衛権を容認する膨大な軍
事法案のため国会内外が熱かった。憲法学者の
圧倒的多数や多数の弁護士が「違憲」として反対
を表明。一方専門家ではない若者・主婦等の一般
市民も、多数国会を埋め尽くし全国各地でデモ・
集会を催した。法案が形式的には通った今、あら
ためて「集団的自衛権」とは何かを冷静に知って
おきたい。著者の豊下はこの問題の第一人者た
る国際政治学者、古関は憲法制定過程や安全保
障に詳しい憲法学者である。分野の異なる二人
が執筆した本書には、改憲問題も含め、現在問題
となっているほとんどの論点が論じられている。
安倍首相が集団的自衛権必要と説く理由を、豊
下は現実的・専門的な見地から「人を欺くトリッ
クそのもの」（Pii）と批判する。18歳選挙権が成
立した今、大学生はもはや観客ではない。この国
の行く末に対し意思を表明すべき責任を有する
≪主権者≫なのである。
長峯 信彦
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学生のみなさんに読んでほしい一冊を、大学の蔵書の
中から紹介していただきました。学生時代に出会った
本や、息抜きに読める本などさまざま。ぜひ図書館で探
してみてはいかがでしょうか。
（写真は本扉）
（写真は柴田治三郎訳版）
（Prentice-Hall）
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パンチ穴対応フォーマット A3 見開き用
